
　
今
は
、
綺
麗
な
沢
の
中
に

い
る
の
が
一
番
良
い
で
す
。

沢
の
中
は
割
と
手
つ
か
ず
の

自
然
が
残
っ
て
お
り
ま
す
。

遡
行
に
は
何
泊
か
か
る
の
か

？
危
険
な
個
所
は
有
る
の
か

？
ど
の
程
度
の
装
備
が
必
要

か
？
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
あ

る
計
画
を
作
成
す
る
楽
し

み
。
も
と
も
と
道
は
な
い
の

で
す
か
ら
、
想
像
力
次
第
で

面
白
い
沢
登
り
プ
ラ
ン
と
な

り
ま
す
。

　
沢
の
中
で
は
行
動
は
四
時

ま
で
。
良
い
泊
り
場
と
言
う

の
は
、
岩
等
で
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し

て
な
い
、
斜
面
上
方
か
ら
落

石
等
が
な
い
、
鉄
砲
水
が
来

て
も
危
な
く
な
い
、
焚
き
火

が
で
き
る
、
風
の
通
り
道
で

な
い
処
。
整
地
し
、
薪
を
集

め
、
タ
ー
プ
を
張
る
。
焚
き

火
の
材
料
は
沢
筋
に
は
沢
山

あ
る
流
木
・
倒
木
で
す
。

　
泊
り
の
準
備
が
整
い
、
後

は
寝
る
だ
け
に
し
て
、
焚
き

火
の
周
り
で
宴
会
で
す
。
周

囲
数
キ
ロ
は
深
い
森
で
誰
も

い
な
い
。
渓
底
は
既
に
真
っ

暗
デ
ス
。
登
山
口
か
ら
こ
こ

ま
で
歩
い
て
七
時
間
、
重
い

荷
物
で
大
変
で
し
た
。
酒
は

度
数
の
強
い
も
の
に
し
ま

す
。
歌
っ
て
飲
ん
で
食
べ
て

大
騒
ぎ
。
最
後
は
皆
黙
っ
て

焚
き
火
を
じ
っ
と
眺
め
て
自

然
を
感
じ
な
が
ら
、
殆
ど
無

意
識
で
テ
ン
ト
に
も
ぐ
り
こ

ん
で
寝
て
し
ま
う
。
絶
え
間

な
い
水
流
の
音
の
中
で
。

東
京
の
２
つ
の
タ
ワ
ー

　
昨
年
末
、
大
学
時
代
の
友

人
と
話
を
し
た
。
彼
は
東
京

タ
ワ
ー
を
運
営
す
る
会
社
の

元
役
員
で
あ
る
。

　
ア
ナ
ロ
グ
放
送
時
代
、
ア

ン
テ
ナ
は
す
べ
て
東
京
タ
ワ

ー
の
方
向
に
向
い
て
い
た
。

そ
の
集
約
電
波
塔
と
し
て
の

役
目
も
ほ
ぼ
終
え
、
あ
の
人

形
館
も
閉
館
し
て
し
ま
っ
た

か
つ
て
の
日
本
の
ラ
ン
ド
マ

ー
ク
は
、
１
９
５
８
年
の
開

業
。
東
京
ソ
ラ
マ
チ
と
は
違

い
、
シ
ョ
ッ
プ
も
レ
ス
ト
ラ

ン
も
昭
和
レ
ト
ロ
の
雰
囲
気

が
漂
っ
て
い
る
。

　
私
の
事
務
所
は
台
東
区
。

毎
朝
、
言
間
通
り
を
浅
草
方

面
へ
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

を
目
指
す
か
の
よ
う
に
出
勤

し
て
い
る
。

　
こ
の
日
本
一
の
タ
ワ
ー
は

今
年
開
業
３
周
年
を
迎
え
る

が
、
高
さ
世
界
一
の
ブ
ル
ジ

ュ
・
ハ
リ
フ
ァ
（
ド
バ
イ
）、

エ
ン
パ
イ
ア
・
ス
テ
ー
ト
・

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
（
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
）
、エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
（フ

ラ
ン
ス
）
や
東
京
タ
ワ
ー
ら

が
加
盟
す
る
世
界
大
タ
ワ
ー

連
盟
（
世
界
各
国
の
超
高
層

建
築
物
で
運
営
さ
れ
て
い
る

協
議
会
）
に
は
加
盟
し
て
い

な
い
。

　
レ
ジ
ェ
ン
ド
か
ト
レ
ン
ド

か
？

　
彼
は
、
未
だ
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
に
は
昇
っ
て
い
な

い
。
そ
し
て
私
も
…
。
　

　
さ
て
、
２
つ
の
タ
ワ
ー
、

あ
な
た
は
ど
ち
ら
派
？
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「
税
理
士
に
よ
る

秋
元
司
後
援
会
」は
、

昨
年
�
月
４
日
、
設

立
総
会
を
江
東
区
文

化
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
開
催
し
た
。

　
設
立
総
会
で
は
、

税
理
士
会
が
要
望
す

る
税
制
改
正
要
望
等

の
実
現
の
た
め
に
、

秋
元
司
衆
議
院
議
員

を
支
援
す
る
こ
と
に
至
っ
た
経

緯
が
報
告
さ
れ
た
後
、
規
約
、

役
員
人
事
を
満
場
一
致
で
承

認
。会
長
に
は
塩
崎
勝
会
員
（江

東
西
）
、
幹
事
長
に
は
佐
野
寛

継
会
員
（
江
東
西
）
が
就
任
し

た
。

　
秋
元
議
員
は
、
後
援
会
設
立

に
対
す
る
謝
辞
を
述
べ
た
後
、

政
権
与
党
に
と
っ
て
、
予
算
と

税
は
大
事
な
責
務
で
あ
り
、
一

地
域
、
一
業
界
の
要
望
等
が
そ

の
ま
ま
反
映
す
る
も
の
で
は
な

い
が
、
地
元
、
税
理
士
会
の
声

を
良
く
聞
き
、
国
家
、
国
民
の

た
め
に
実
現
す
べ
き
こ
と
に
努

め
て
い
き
た
い
こ
と
、
殊
に
景

気
対
策
の
大
事
な
時
期
に
あ
っ

て
、
納
税
者
の
実
態
を
知
る
税

理
士
の
声
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
挨
拶
し
た
。

　
本
連
盟
か
ら
来
賓
と
し
て
出

席
し
た
秋
元
後
援
会
対
策
委
員

長
は
、
「
税
政
連
活
動
に
と
っ

て
、
後
援
会
活
動
は
重
要
で
あ

り
、
議
員
が
安
心
し
て
政
治
活

動
に
専
念
で
き
る
よ
う
活
動
す

る
後
援
会
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　
　
　
　
訃
　
　
報
　
　
　
　

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

篠
崎
　
宗
太
郎
氏

　
本
連
盟
元
総
務
（武
蔵
府
中
）

平
成
�
年
�
月
�
日
�
歳

佐
藤
　
敬
志
氏

　
前
藤
田
の
り
ひ
こ
を
囲
む
税

理
士
の
会
会
長
。
元
大
森
税
理

政
連
会
長
（
大
森
）

平
成
�
年
�
月
�
日
�
歳

齋
賀
　
彦
六
氏

　
江
東
西
税
政
連
会
長
・
幹
事

長
を
歴
任
。
（
江
東
西
）

平
成
�
年
�
月
９
日
�
歳

大
槻
　
徳
市
氏

　
本
連
盟
元
総
務
（
本
郷
）

平
成
�
年
�
月
�
日
�
歳

写
真
募
集
�

　
本
紙
は
平
成

�
年
９
月
１
日

付
発
行
の
機
関

紙
で
２
０
０
号

を
迎
え
、
記
念

号
を
発
行
す
る
予
定
で
す
。

　
１
面
に
掲
載
す
る
写
真
を
募

集
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
東
京
税
理
士
政
治

連
盟
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。
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